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別記様式3 
特 定 プ ロ グ ラ ム 説 明 書  

  

開設学部等名〔 外国語教育研究センター〕 

プログラムの名称 

 

（和文） ドイツ語プロフェッショナル養成特定プログラム 

（英文） Building Professional German Skills 

１．概要 

 このプログラムは，多言語・多文化主義の時代において国際的に活躍する高度職業人や研究者が備えるべ

き外国語能力のひとつとしての実践的なドイツ語能力を付けさせるために，学部横断的に提供されるもので

ある。したがって，一方では，それぞれ独自の専門分野を持ちながら，その内容をドイツ語で発信でき，各

自の分野でドイツ語圏と日本語圏の文化・社会の直接の架け橋となり得る実用的で高度なドイツ語運用能力

を備えた学生を養成することを目的とする。 

２．到達目標 

 １年次に獲得した基礎的なドイツ語によるコミュニケーション技能を伸ばすとともに、知的な学習に必要

な言語運用能力を付ける。 

1.プログラム修了時にドイツ語技能検定試験（通称 独検）２級またはヨーロッパ言語共通参照枠に基づく共

通評価レベルのB1が証明される試験 Goethe-Zertifikat B1 （通称 ZB1）に合格するレベルに達すること。 

2.各自の専門領域を紹介するドイツ語での簡単なプレゼンテーションができるようになること。 

3. 今日のICT技術(Information and Communication Technology)を積極的に活用し，たとえばインターネッ

トなどを通し，自ら主体となってドイツ語圏の情報の検索・活用ができるようになること。 

4.内容中心（content-based）の授業を通じ，独日の社会・文化比較，ヨーロッパにおけるドイツ，グローバ

ル・イシュー，その他の時事問題に関しドイツ語での理由付けを伴う意見表明ができるようになること。 

 

３．登録時期 

 ３セメスターを履修開始時期とする。プログラム登録は，履修開始前（事前登録）を原則とするが、履修

開始後の登録（事後登録）も可とする。 

４．登録要件 

 以下のいずれかの条件を満たすこと。 

 

１）1年次にドイツ語インテンシブコースを受講していること（＝ベーシックドイツ語IおよびIIの他に， 

  インテンシブ・ドイツ語IA・IB・IIA・IIBのすべてを受講していること）。 

２）独検（ドイツ語技能検定試験）４級以上のレベルの試験に合格していること。 

※ ２）に基づき本プログラムへの登録許可を願い出る者のうち，試験に合格したことを証明できるも 

    の（合格証書の写しなど）がある場合は，特定プログラム登録許可願に添付して提出すること。 

３）過去のドイツ語受講経験やドイツ滞在等の経験を通じて，上記の条件に相当するドイツ語能力があると 

  認められる場合。 

※ ３）に基づき本プログラムへの登録許可を願い出る場合には，登録許可願提出後，２月中旬から３ 

    月にかけ面接試験を行います。「Ｍｙもみじ」による呼出に注意してください。 

 

平成２９年度入学生対象 
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５．受入上限数 

 ２５名を上限とする。 

 プログラム定員２５名を超える希望者があった場合は，成績等の諸条件を総合的に判断して受講者を決め

るので、受講条件を満たしていても受講が許可されない場合がある。 

 

６．授業科目及び授業内容 

※授業科目は，別紙の履修表を参照すること。 
※授業内容は，各年度に公開されるシラバスを参照すること。 

７．修了要件 

「５．授業科目及び授業内容」に示す６科目の単位を全て取得することを原則とする。 

 大学入学以降に ZB1 または独検２級以上のレベルの検定試験に合格した場合は，次のとおり単位を認定す

る。なお、その際の評価は付さないこと（認定）とする。上記検定試験による単位認定を希望する場合は、

遅くとも卒業の前年の10月31日までに合格証のコピーを添えて申し出ること。（期限以後の単位認定申請は

受理しない。） 

認定授業科目 認定単位数 
ドイツ語コミュニケーション・スキルアップ IA いずれかの２科目分として４単位 
ドイツ語コミュニケーション・スキルアップ IB 
ドイツ語コミュニケーション・スキルアップ IIA 
ドイツ語コミュニケーション・スキルアップ IIB 

 

８．責任体制 

 責任者兼担当者：外国語教育研究センター教 授 岩崎克己 

 担当者    ：外国語教育研究センター准教授 吉満たか子 

 担当者    ：外国語教育研究センター准教授 アクセル・ハーティング 

９．既修得単位等の認定単位数等 
（１）他大学等における既修得単位等の認定単位数等 
 既修得単位等の認定は行わない。 

（２）広島大学における既修得単位(科目等履修生として修得した単位を含む。)の認定単位数等 

 既修得単位等の認定は行わない。 

 
【特定プログラム履修に関する注意事項】 
○主専攻プログラムの授業時間割の関係で，登録した特定プログラムの授業科目履修が制限されることがある。 

○特定プログラムで開設されている授業科目も，本学共通の平均評価点（GPA）の計算対象に含まれる。 



ドイツ語コミュニケーション・スキルアップIA 2 3ｾﾒ 2 演習 30

ドイツ語コミュニケーション・スキルアップIB 2 3ｾﾒ 2 演習 30

ドイツ語コミュニケーション・スキルアップIIA 2 4ｾﾒ 2 演習 30

ドイツ語コミュニケーション・スキルアップIIB 2 4ｾﾒ 2 演習 30

ドイツ語コミュニケーション・スキルアップIIIA 2 5ｾﾒ 演習 30

ドイツ語コミュニケーション・スキルアップIIIB 2 5ｾﾒ 演習 30

時事ドイツ語 2 5ｾﾒ 演習 30

ドイツ語上級読解法演習I 2 5ｾﾒ 演習 30

ドイツ語上級読解法演習Ⅱ 2 6ｾﾒ 演習 30

ドイツ語文章法演習 2 6ｾﾒ 演習 30

12合計
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